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男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

た
め
、
国
で
は
「
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
こ

の
法
を
基
に
「
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
意
識
や

社
会
習
慣
の
上
で
男
女
の
固
定
的

な
役
割
分
担
が
根
強
く
残
っ
て
お

り
、
す
べ
て
の
個
人
が
そ
の
個
性

や
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
に
は

大
き
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
や
当
町
の
現
状

を
踏
ま
え
、
安
平
町
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め

の
行
動
指
針
と
な
る
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
を
策
定
す
る
上
で
庁
内
検

討
会
議
を
経
て
計
画
（
案
）
を
策

定
し
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で

の
進
捗
状
況
の
報
告
及
び
検
討
や

住
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
す
る

た
め
、
７
月
　
日
か
ら
８
月
　
日

２１

２２

の
期
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
２
名
か
ら
７
件
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
計
画
策
定
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
個
人
を
尊
重
す
る
成
熟
し
た
ま

ち
づ
く
り
」

　
安
平
町
総
合
計
画
の
基
本
目
標

の
１
つ
で
あ
る
「
豊
か
な
こ
こ
ろ

育
む
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
お

い
て
人
権
の
尊
重
及
び
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
主
要

施
策
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
計

画
の
基
本
理
念
と
し
ま
し
た
。

　
計
画
内
に
お
い
て
、
３
つ
に
集

約
し
た
課
題
か
ら
基
本
方
針
（
５

ペ
ー
ジ
参
照
）
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
方
針
に
対
し
実
行
し
て

い
く
た
め
の
施
策
の
方
向
性
と
し

て
「
基
本
的
方
向
」
を
定
め
、
具

体
的
に
取
り
組
む
内
容
と
し
て

「
施
策
」を
示
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
実
行
す
る
た
め

に
取
組
む
べ
き
「
主
要
事
業
」
を

「
町
の
取
組
み
」
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
役
割
と
し
て
「
住
民
の
皆

さ
ん
の
取
組
み
」
に
示
し
て
い
ま

す
。
　
主
要
事
業
の
一
覧
及
び
住
民
の

皆
さ
ん
の
取
組
み
内
容
は
計
画
本

編
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

男女共同参画社会とは
　男性も女性もすべての個人が、互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分かち合い、性別にかかわ

りなく、その個性と能力を十分発揮できる社会が男女共同参画社会です。

　男女の性別による固定化された意識や慣行にとらわれることなく、自らの意思によって職場、学校、地域、

家庭などのあらゆる分野に参加でき、男女が共に協力しあう男女共同参画社会の実現が求められています。

佳

夏

可
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計
画
の
必
要

計
画
の
必
要
性性

計
画
へ
の
住
民
意
見
の
反

計
画
へ
の
住
民
意
見
の
反
映映

基
本
理

基
本
理
念念

基
本
方

基
本
方
針針

■
計
画
の
体
系

　
本
計
画
は
、
行
政
と
住
民
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
行
く
計
画
で

す
。
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

た
め
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
、
学

校
等
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
協
働

で
計
画
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

※
本
計
画
の
本
編
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
役
場
庁

舎
及
び
公
民
館
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
　
総
務
課
総
務
・
防
災
グ

ル
ー
プ
　
　
　
　
緯
影
２
５
１
１

■
計
画
の
推
進
体
制

安平町男女共同参画基本計画

葛参画状況の把握

葛関係機関との連携

葛各種施策、事業の実施

葛実施事業の自己評価

計画推進、進行管理

安平町男女共同参画事務局（総務課）

葛各種施策、事業の実施状況の把握

葛施策事業の進行管理

葛事業の推進状況の把握

葛男女共同参画に関する情報の収集整理

各 担 当 課

推進
方針

報告

報告

意見
提言

計画推進への参画

行政改革推進委員会

葛男女共同参画社会の実現に向

けた取組みの実践

葛男女共同参画に関する自己啓

発、意識改革

町民 各団体 事業所
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基本方針Ⅰ　男女が互いに個性を認め合い、尊重し合うまちづくり

男女共同参画に向けた意識改革、啓発活動の推進

様々な機会や媒体を通じて啓発活動や情報提供を行い、地域社会、職場、家庭内での意識改革を進めます。

　茨広報・町ホームページによる情報提供及び啓発

　芋情報収集・提供の充実

　鰯性別的な役割分担に対する意識の見直し

基
本
的
方
向
①

男女共同参画に向けた教育の推進

学校教育や地域社会、家庭内における男女共同参画に関する学習機会の提供及び充実に努めます。

　茨学校等における男女共同参画の学習の推進

　芋家庭内や地域における学習の推進

基
本
的
方
向
②

人権尊重の意識づくり

人権に関する教育の充実や、啓発活動ならびに女性に対する暴力の根絶、犯罪等の未然防止のための取り組みを進めます。

　茨人権についての学習、啓発

　芋女性に対するあらゆる暴力の根絶

基
本
的
方
向
③

基本方針Ⅱ　性別に関係なく社会参画できるまちづくり

政策・方針決定機関への女性参画の推進

行政においては、男女共同参画に対する意識向上のため、職員を対象とした研修機会の充実を図ります。また、各委員会、審議

会などの委員についても女性の参加が少ない現状にあるため、今後女性参画の促進に努めます。

　茨行政における各専門委員会への女性参画の促進

　芋各企業、団体における女性の採用の促進

基
本
的
方
向
①

男女共同参画に向けた行政の推進

庁内の執行体制にあっては、男女共同参画が進んでいるとは言えず、町内企業や地域団体などの男女共同参画推進のた

めのモデル事業所となるよう、行政の率先した取り組みを進めます。

　茨女性の役職ヘの登用推進

　芋町職員の男女共同参画に対する意識の向上

基
本
的
方
向
②

就労の場における環境の整備

就労の場において、男女が共に均等な機会と待遇の確保が図られるよう企業に対しても制度の周知及び啓発活動を進めます。

また、女性の再就職や非正規から正規雇用への転換を希望する方への相談支援体制の整備に努めます。

　茨男女の均等な待遇、雇用環境の確保

　芋女性の多様な働き方への支援

基
本
的
方
向
③

基本方針Ⅲ　地域で支え合い安心して生活できるまちづくり

相談支援体制の充実

様々な相談事例に応じて、男女共同参画の視点から包括的に対応できる窓口及び体制の整備を進め、適切かつ迅速な対

応ができるよう、専門機関などと連携の強化を図ります。

　茨相談窓口の設置・支援体制の整備

　芋専門機関との連携による対応

基
本
的
方
向
①

生涯にわたる総合的な支援体制の推進

女性の乳幼児期から高齢期までの各段階における健康上の課題に留意しながら、一層の健康の保持増進及び妊娠出産期に

おける様々な制度の周知や制度の活用促進に向けた啓発活動を進めます。また、ひとり親世帯や単身世帯については、

総合的な支援体制の充実に努めます。

　茨健康づくりの推進

　芋ひとり親世帯及び単身世帯における支援

基
本
的
方
向
②

生涯学習の推進、充実

一層の学習機会の提供及び充実を図り、男女が共に生きがいを追求できるような支援体制の整備に努めます。

　茨学習機会の提供、充実

　芋町内各施設の活用促進

基
本
的
方
向
③

地域における男女共同参画の促進

誰もが生きがいをもって地域活動へ参加できるよう、意識啓発をはじめ、地域活動に関する情報提供の充実を図ります。

また、地域において男女が支え合い、安心して暮らせる社会を構築するため、団体役員等への女性の参画を促進に努め

ます。

　茨地域活動への男女共同参画促進

　芋地域活動における女性参画の促進

基
本
的
方
向
④

（計画の体系「基本方針Ⅰ～Ⅲ」）
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月
の
で
き

　
月
の
で
き
ごご
とと

１０１０

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
日
中
交
流

　
平
成
　
年
か
ら
毎
年
　
月
５

１６

１０

日
に
木
の
サ
イ
ロ
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
で
実
施
さ
れ
る
日
中
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
姉
妹
提
携
記
念
大
会

は
、
今
年
で
第
8
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
中
国
札
幌
総
領
事
館
の
領
事

を
は
じ
め
、
毎
年
町
内
外
か
ら
２

０
０
名
余
り
が
集
ま
り
開
催
さ

れ
る
こ
の
大
会
は
と
て
も
盛
況

で
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い

合
い
な
が
ら
、
楽
し
く
交
流
の
輪

を
広
げ
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

地
域
の
お
米
た
ん
と
う
ま
い

　
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
の
高
品

質
ブ
ラ
ン
ド
米「
た
ん
と
う
ま
い
」

の
新
米
が
　
月
５
日
、
菊
地
組
合

１０

長
か
ら
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
米
は
収
量
も
出
来
も
良

い
そ
う
で
、
厳
し
い
基
準
で
均
一

な
品
質
の
「
た
ん
と
う
ま
い
」
が

多
く
市
場
に
出
回
り
そ
う
で
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
百
 ㌔
の
お
米
の
お

い
し
さ
は
、
ま
も
な
く
学
校
給
食

で
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ
て
も
ら

う
予
定
で
す
。

秋を感じながら
　１０月１０日体育の日 恒例の林間マラソン大会に町内外

から１０７名が参加。せいこドーム前からふるさとの森へ

通じるコースはマラソン・ウォーキング・駅伝の参加者

で埋め尽くされました。

　記録を競うだけでなく、スポーツを楽しんでもらおう

という目的で開催されているこのマラソン大会は、例年

多くの方が参加しています。

　当日は雨が心配されましたが、親子で自然の中を楽しく走る光景があ

ちらこちらで見ることが出来ました。

　同日、８月末に完成した樽たるハウス（追分白樺）では、マチおこし

研究所主催の「この指と～まれ」と題したイベントも開催されました。

　ハウスの中で童話を聞いたり、たき火で焼イモを作ったりと、こちら

も秋を感じ、実りを味わう楽しい時間となったようです。

高
齢
者
交
通
安
全
教
室
 

　
９
月
　
日
高
齢
者
を
対
象
に
交

２８

通
安
全
教
室
が
ぬ
く
も
り
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
追
分
駐
在
所
太
田
所
長
の
安
全

講
話
の
あ
と
、
危
険
な
状
況
を
安

全
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
自

転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
使
っ
た
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し

た
。
　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
日
没
も
早

ま
り
交
通
事
故
の
危
険
性
も
高
ま

り
ま
す
。
歩
行
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
、

共
に
事
故
に
遭
わ
な
い
・
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
も
の

で
す
。
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冬
期
間
の
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲

対
策
　
安
平
町
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

の
臨
時
総
会
が
　
日
早
来
庁
舎
で

１９

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
エ
ゾ
シ
カ
の
大
幅
な
増

加
に
よ
る
農
林
被
害
防
止
の
た
め
、

国
や
道
で
は
捕
獲
数
の
増
加
を
基

本
と
す
る
緊
急
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
安
平
町
で
も
そ
の
対
策

を
活
用
し
て
冬
期
間
の
捕
獲
事
業

に
取
組
む
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
の
説
明
と
安
全
か
つ
効

果
的
な
事
業
実
施
に
向
け
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
芸
能
発
表
会

　
　
月
　
日
 追
分
公
民
会
を
会

１０

１４

場
に
高
齢
者
芸
能
発
表
会
が
開
催

さ
れ
、
町
内
か
ら
３
６
０
人
の
　６０

歳
以
上
の
方
が
集
ま
り
、　

組
の

３８

出
演
者
が
自
慢
の
歌
や
踊
り
な
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
午
前
と
午
後
の
部
と
分
け
て
１

日
を
楽
し
ん
だ
発
表
会
の
最
後
は

お
楽
し
み
抽
選
会
で
盛
り
上
が
り

終
演
い
た
し
ま
し
た
。

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
　

　
　
更
な
る
活
躍
に
期
待

　
　
月
　
日
「
お
い
で
ま
せ
山
口

１０

２１

国
体
」（
　
月
６
日
～
９
日
開
催
）

１０

カ
ヌ
ー
競
技
に
出
場
し
た
３
名

（
大
橋
祐
翔
さ
ん
、
茂
地
龍
哉
さ

ん
、
関
澤
直
哉
さ
ん
）
が
役
場
を

訪
れ
、
瀧
町
長
と
豊
島
教
育
長
に

国
体
出
場
の
結
果
を
報
告
。

　
決
勝
進
出
は
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、
３
名
は
自
己
ベ
ス
ト
を
大

幅
に
更
新
し
、
来
年
へ
の
活
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

　
町
が
行
っ
て
い
る
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
育
成
支
援
を
受
け
て
全
道

大
会
や
高
校
総
体
に
出
場
し
た
茂

地
さ
ん
は
、「
自
分
が
結
果
を
出
し

て
、
小
中
学
生
に
（
カ
ヌ
ー
に
）

興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。
更

に
上
を
目
指
す
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
」
と
感
謝
を
表
し
て
い
ま
し

た
。

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　
町
で
は
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い

者
、
子
ど
も
た
ち
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
、
町
民
や
地
域
の
事
業
者

な
ど
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
と

の
協
力
で
見
守
り
活
動
の
推
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
月
７
日
追
分
公
民
館
で
行
わ

１０
れ
た
会
議
で
は
、
事
業
の
説
明
や

基
調
講
演
に
加
え
、
実
際
に
認
知

症
の
徘
徊
者
を
捜
索
す
る
模
擬
訓

練
が
追
分
市
街
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
　
徘
徊
者
の
特
徴
や
服
装
な
ど
の

情
報
を
も
と
に
徒
歩
で
の
捜
索
は

相
当
厳
し
い
訓
練
と
な
り
、
終
了

後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
捜
索

の
難
し
さ
や
課
題
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

地
域
の
声
を

　
日
頃
、
町
の
中
で
く
す
ぶ
っ
て

い
る
問
題
な
ど
を
直
接
関
係
機
関

に
問
い
掛
け
、
解
決
に
導
く
策
を

協
議
す
る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
合
同
行
政
相
談
懇
談
会
が
　１０

月
　
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

２０
れ
、
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や

要
望
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
歩
道
整
備
や
路
側
帯
の
環
境
整

備
な
ど
の
要
望
に
対
し
、
交
通
量

調
査
や
現
場
確
認
を
行
い
要
望
に

答
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く

旨
の
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

地
域
が
求
め
る
迅
速
な
対
応
に
は

結
び
つ
か
な
い
問
題
も
あ
り
、
今

後
も
要
望
を
続
け
て
行
く
必
要
性

が
あ
り
そ
う
で
す
。
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追分中学校　学校祭（合唱コンクール）

早来小学校　学習発表会

早来中学校　学校祭

町内の中学校、小学校で開催

された学校祭や学芸会。

ステージ上の緊張した子どもたちの表情は真剣。

笑顔あり、感動ありの一日でした。

１０１０月月
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遠浅小学校　学芸会

追分小学校　学芸会
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蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎

読
み
聞
か
せ
会
の

お
知
ら
せ

①
乳
幼
児
読
み
聞
か
せ
会
　
ト
ン

ト
ン
　
日
時
　
　
月
１
日
牙
　

12

　
　
　
　
　
時
～

１０

　
場
所
　
早
来
公
民
館
図
書
室

②
読
み
聞
か
せ
　
ひ
ま
わ
り
会

　
日
時
　
　
月
　
日
臥
　

１１

１９

　
　
　
　
　
時
　
分
～

１３

３０

　
場
所
　
遠
浅
公
民
館

③
読
み
聞
か
せ
　
あ
り
ん
こ
会

　
日
時
　
　
月
　
日
臥

１１

１９

　
　
　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１４

３０

１５

３０

　
場
所
　
ふ
れ
あ
い
交
流
館

　
　
　
　
　
　
　
　「
み
な
く
る
」

④
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
赤
ず
き
ん

　
日
時
　
　
月
　
日
峨
　

１１

１５

　
　
　
　
　
時
頃
～
（
　
分
間
）

１１

１５

　
場
所
　
追
分
地
区

　
　
　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
だ
よ
り

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

第１１３号
発行
安平町教育委員会

緯栄２０８３
胃栄３６０３秋の歌と瀬野朋恵～季節の歌と作曲家シリーズ～

　さまざまな秋の童謡と作曲家ご自身をお迎えしてのコン

サートです。また、今回のために作曲家・瀬野さんに「安平町

の歌」の製作をお願いしています。どんな曲が出来上がるかお

楽しみ！

曲　目　小さい秋見つけた・秋の空・虫の声

　　　　　　　　　　　　あびらのうた（仮名）・ほか

出　演　瀬野　朋恵（作曲家・ピアニスト）、根深 夏（歌）

日　時　１１月１３日蚊　開演１４時～（開場１３時３０分）

場　所　追分公民館ロビー

問合せ　緯０９０‐６４４７‐４８１９（根深）

主催　ロビー企画実行委員会・共催　安平町教育委員会

※寒い季節になりました。会場のロビーも日差しは入りますが、

玄関に面しているため寒くなることが予想されます。ご来場の

際は、暖かい上着や膝かけなどご持参ください。

第
８
回
教
育
委
員
会
議
決
事
項
報
告
（
９
月
　
日
開
催
）

２６

①
諸
般
報
告

②
９
月
の
議
会
報
告

③
次
世
代
育
成
支
援
対
策
後
期
行
動
計
画
の
策
定
報
告

④
チ
ー
ム
あ
び
ら
地
域
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て

議
案
１
号
　
安
平
町
立
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の

制
定
に
つ
い
て

※
　
月
　
日
開
催
の
第
９
回
教
育
委
員
会
の
議
決
事
項
に
つ
い
て
は

１０

２４

来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　近年重要視されているＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法を中心に、

不測の事故や病気から自分を守ること、急病人等を正しく救助して、医師や

救急隊員に渡すまでの応急手当などを学ぶ講習会です。

日　　時　１２月１１日（日）　８時３０分～１３時

講　　師　苫小牧市救急法赤十字奉仕団指導員

費　　用　５００円（教本・教材代として）

会　　場　追分公民館中ホール

申込締切　１１月３０日（水）

※全課程修了者に日赤から受講証を授与します。また、検定合格者には基礎

講習修了者認定証を授与します。

申込み・問合せ　教育委員会社会教育グループ緯栄２０８３

迅速な対応と連携が尊い命を救います

赤十字救急法基礎講習会

第１３回 安平６時間スイム＆ウォーキングリレーのご案内
日　時　１１月２７日蚊　１０時～（開会式９時３０分）

会　場　せいこドーム温水プール

参加料　無料（ただし入館料は必要） 

主　管　安平町スイミングクラブ事務局 佐藤（緯影３６５６） 

捲～
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せいこドームからのお知らせ

　氷上スポーツの花形“アイスホッケー”にチャレンジして楽しい仲間づくりをしてみません
か？体験教室は来年の２月まで毎月２回程度を予定しています。
日　　程　１１月９日（水）・２５日（金）
時　　間　１６時３０分～１８時（※１６時までに集合）
場　　所　せいこドーム（アイスアリーナ）
対 象 者　３歳から小学６年生まで（男女問いません）
用　　具　用具貸出可
参加方法　随時参加可。ただし、初回は用具の準備もありますので、参加日の３日前までにお申
　　　　　込みください。２回目以降の申込みは不要。欠席の場合は連絡願います。
参 加 料　無料
持 ち 物　動きやすい服装(ジャージ上下など )、タオル、着替え（汗をかきます）、水分補給用
　　　　　の飲物
申込み・問合せ　せいこドーム緯影３９４４

アイスホッケー体験教室参加者募集

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

１１月のストレッチング＆貯筋運動教室
　手軽なストレッチングと簡単な貯筋運動を合せた教室を午前・午後・夜間の3部（各１時間程度）で
開催しています。
日　程　１１月１１日画・２５日画
時　間　午前の部 １０時３０分～、午後の部１３時３０分～、夜間の部 １８時３０分～
申込み　午前又は午後の部は随時参加可。
　　　　新規に夜間の部参加の場合は必ず当日の１６時までにお申込みください。
場　所　せいこドーム２階研修室
参加料　無料
持ち物　マット代わりのバスタオル、タオル（少し長め）、運動靴、空ペットボトル（１協５位）
申込み・問合せ　せいこドーム緯影３９４４

「毎月第２・４金曜日が筋トレＤａｙ」

ボ
ラ
ス
タ
通
信
「
情
熱
に
ふ
れ
る
バ
ス
研
修
記
」

　
バ
ス
の
中
で
は
皆
さ
ん
で
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
交
流
を
、
武
部
建
設
さ

ん
で
は
、
古
民
家
再
生
の
取
組
み
と
そ
れ
を
実
現
す
る
技
術
を
も
つ
職
人

（
人
材
）
の
育
成
に
つ
い
て
、
山
崎
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
北
海
道
を
代
表
す
る

ワ
イ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
地
位
を
築
く
ま
で
の
取
組
み
と
経
過
、
宝
水
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
は
収
量
の
安
定
増
と
品
質
向
上
の
工
夫
な
ど
、
小
林
酒
造
で
は
、
老

舗
酒
造
の
歴
史
や
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
商
品
開
発
な
ど
、
ど
こ
の
見
学

地
で
も
高
い
志
を
持
ち
、
情
熱
的
に
仕
事
を
追
求
し
て
い
る
方
々
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
大
変
好
評
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
次
の
企
画
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！
（
企
画
案

内
は
、
生
涯
学
習
だ
よ
り
「
き
ら
り
」（
広
報
あ
び
ら
）
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。）

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

◇社会教育事業企画検討会は、単年度ごとに「生涯学習ボランティ
アスタッフ」を公募し、代表者も設けず、何よりも自由な発想を大
事にする会です。活動は、月１回の会議の中で、各自が持っている
情報を交換したり、地域の学習ニーズを確認しあったりしながら事
業を形づくっていきます。また企画した事業は運営スタッフとして
関わり、事後反省までを社会教育担当者との協働で行っています。
　年度途中の参加も大歓迎！

研
修
日
９
月
　
日
蚊
・
　
名
参
加
・
見
学
地
 三
笠
市
、岩
見
沢
市
、栗
山
町

１１

１９

（
①
武
部
建
設
㈱
②
山
崎
ワ
イ
ナ
リ
ー
③
宝
水
ワ
イ
ナ
リ
ー
④
小
林
酒
造
）

賜古民家（武部建設㈱）

歯樽貯蔵庫（山崎ワイナリー）

賜小林酒造記念館
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安
平
町
民
が
活
躍

し
て
い
ま
す

※
順
位
は
丸
数
字
で
表
記
し
て
い

ま
す
。

野
球
　
９
月
　
日
胆
振
東
部
三
町

１９

新
人
中
学
校
野
球
大
会
（
安
平
町
）

嘘
早
来
中
９
月
　
日
胆
振
東
部
秋

２５

季
少
年
野
球
大
会
（
む
か
わ
町
）

渦
早
来
メ
ッ
ツ
野
球
少
年
団
嘘
追

分
イ
ー
グ
ル
ス
野
球
少
年
団
・
遠

浅
ス
ピ
リ
ッ
ツ
野
球
少
年
団

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
９
月
　
日
苫
小

１０

牧
地
区
中
学
生
新
人
大
会
（
苫
小

牧
市
）
女
子
個
人
Ａ
級
嘘
佐
原
桃

華
・
眞
山
香
純
組
（
早
来
中
）
女

子
団
体
Ｂ
級
臼
早
来
中
女
子
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
　
９
月
　
日
苫
小
牧

１１

市
中
学
校
体
育
大
会
（
苫
小
牧
市
）

女
子
団
体
渦
早
来
中
女
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
　
　
月
８
日
中
学
生
秋

１０

季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
白
老
町
）

女
子
個
人
戦
嘘
清
水
梨
菜
帆
・
寺

島
沙
久
羅
組
（
追
分
中
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
９
月
　
日
胆
振

２３

東
部
三
町
秋
季
大
会
（
安
平
町
）

臼
早
来
中
　
　
月
　
日
東
胆
振
中

１０

１５

体
連
秋
季
大
会
（
苫
小
牧
市
）
唄

早
来
中
（
日
胆
大
会
出
場
決
定
）

陸
上
　
８
月
　
日
苫
小
牧
地
方
中

２７

学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
（
苫
小

牧
市
）【
男
子
】
▼
砲
丸
投
げ
臼
伊

藤
優
也（
追
分
中
）▼
１
年
１
０
０

丿
唄
長
谷
川
開
星（
同
）▼
８
０
０

丿
唄
柳
谷
一
輝（
同
）▼
1
5
0
0

丿
鰻
柳
谷
一
輝（
同
）▼
２
年
１
０

０
丿
鰻
伊
藤
優
也（
同
）【
女
子
】
▼

砲
丸
投
げ
渦
 栁
町
怜
那（
同
）嘘

日
高
留
美（
同
）▼
１
年
１
０
０
丿

蔚
栁
町
怜
那（
同
）

卓
球
　
　
月
　
日
秋
季
胆
振
東
部

１０

１０

卓
球
大
会
（
登
別
市
）
▼
男
子
団

体
臼
早
来
中
▼
男
子
個
人
臼
阿
部

湧
太（
早
来
中
）渦
阿
部
滉
太（
同
）

嘘
髙
橋
飛
翔
・
鹿
子
島
 亮（
同
）欝

髙
橋
秀
行（
同
）▼
女
子
個
人
欝
 

木
下
 彩（
同
）

空
手
　
　
月
９
日
全
北
海
道
防
具

１０

空
手
道
選
手
権
大
会
（
当
別
町
）

▼
小
学
6
年
個
人
型
試
合
臼
及
川

洵
成（
追
小
・
安
平
町
追
分
空
手
道

少
年
団
所
属
）渦
浜
田
 錬（
同
）▼

小
学
6
年
個
人
防
具
組
手
試
合
臼

及
川
洵
成（
同
）渦
浜
田
 錬（
同
）

▼
小
学
４
年
個
人
型
試
合
臼
菊

地
 巧（
同
）

９
月
　
日
安
平
町
小
中
学
校
陸
上

２４

記
録
会
（
括
弧
内
は
所
属
学
校
）

【
小
学
男
子
】
▼
　
丿
１
年
臼
堀
 

６０

晃
貴（
追
）臼
森
内
陽
向（
早
）嘘
中

倉
慶
二（
遠
）▼
同
２
年
臼
畠
山
和

輝（
早
）渦
浜
田
 塁（
追
）嘘
谷
村

航
洋（
早
）▼
１
０
０
丿
３
年
臼
髙

林
逸
希（
早
）渦
馬
場
蒼
大（
追
）嘘

富
樫
亮
太（
遠
）▼
同
４
年
臼
　
中

海
皇（
早
）渦
小
笠
原
大
将（
同
）嘘

五

十

嵐
 陸（
遠
）▼

同

５

年

臼

佐
々
木
隆
弥（
早
）渦
池
田
大
吾

（
安
）嘘
沖
田
龍
生（
遠
）▼
同
６
年

臼
曽
根
汰
来
郎（
早
）渦
及
川
洵
成

（
追
）嘘
佐
々
木
大
翼（
富
）▼
２
０

０
丿
４
年
臼
　
中
海
皇（
早
）渦
五

十
嵐
 睦（
追
）▼
同
５
年
臼
佐
々

木
隆
弥（
早
）▼
同
６
年
臼
曽
根
汰

来
郎（
早
）渦
吉
田
和
広（
富
）嘘
浜

田
 錬（
追
）▼
４
×
１
０
０
丿
リ

レ
ー
臼
早
来
小
渦
遠
浅
小
嘘
富
岡

小
▼
ボ
ー
ル
投
げ
３
年
臼
岸
川
 

歩（
遠
）渦
馬
場
蒼
大（
追
）嘘
髙
林

逸
希（
早
）▼
同
４
年
臼
筒
井
龍
伸

（
遠
）渦
小
笠
原
大
将（
早
）嘘
五
十

嵐
　
陸（
遠
）▼
同
５
年
臼
池
田
大

吾（
安
）渦
沖
田
龍
生（
遠
）嘘
前
田

泰
良（
早
）▼
同
６
年
臼
佐
々
木
大

翼（
富
）▼
走
り
幅
跳
び
６
年
臼
及

川
洵
成（
追
）渦
菅
原
ダ
ッ
フ
ァ

（
富
）【
小
学
女
子
】
▼
　
丿
１
年
臼

６０

水
上
亜
希（
遠
）▼
２
年
臼
工
藤
和

奏（
同
）渦
前
田
咲
紅
良（
早
）▼
１

０
０
丿
３
年
臼
澤
井
智
里（
遠
）渦

泉
田
梨
沙（
富
）▼
４
年
臼
田
代

奈

（々
遠
）渦
大
石
陽
香（
追
）▼
５

年
臼
澤
井
友
香（
遠
）▼
６
年
臼
森

竹
梨
媛（
遠
）渦
中
倉
郁
奈
子（
同
）

嘘
水
上
み
あ（
同
）▼
２
０
０
丿
３

年
臼
泉
田
梨
沙（
富
）
▼
４
年
臼
田

代
奈

（々
遠
）▼
４
×
１
０
０
丿
リ

レ
ー
臼
遠
浅
小
▼
ボ
ー
ル
投
げ
４

年
臼
大
石
陽
香（
追
）▼
６
年
臼
森

竹
梨
媛（
遠
）〈
大
会
新
記
録
〉
渦
中

倉
郁
奈
子（
同
）▼
走
り
幅
跳
び
６

年
臼
水
上
み
あ（
遠
）【
中
学
男
子
】

▼
１
０
０
丿
臼
吉
田
光
司（
早
）渦

柴
田
 道（
同
）嘘
伊
藤
優
也（
追
）

▼
２
０
０
丿
臼
柴
田
 道（
早
）渦

横

井
 蓮（
同
）嘘
長

谷

川

開

星

（
追
）▼
８
０
０
丿
臼
柳
谷
一
輝

（
追
）▼
１
５
０
０
丿
臼
長
田
拓
己

（
追
）渦
柳
谷
一
輝（
同
）▼
走
り
幅

跳
び
臼
吉
田
光
司（
早
）渦
平
野
誠

太（
追
）嘘
池
田
晃
司（
早
）▼
砲
丸

投
げ
臼
栁
町
優
裕（
追
）渦
伊
藤
優

也（
同
）嘘
杉
﨑
 樹（
同
）
▼
４
×

１
０
０
丿
リ
レ
ー
臼
早
来
中
渦
追

分
B
嘘
追
分
A
【
中
学
女
子
】
１

０
０
丿
臼
三
浦
芽
依（
早
）渦
田
中

咲
帆（
同
）嘘
栁
町
玲
那（
追
）▼
走

り
幅
跳
び
臼
三
浦
芽
依（
早
）渦

佐
々
木
 遥（
同
）嘘
　
野
 涼（
追
）

▼
砲
丸
投
げ
臼
栁
町
玲
那（
追
）渦

日
高
留
美（
同
）

【
最
優
秀
選
手
賞
】
男
子
小
学
１

年
堀
 晃
貴（
追
）・
森
内
陽
向（
早
）、

２
年
畠
山
和
輝（
早
）、
３
年
岸
川
 

歩（
遠
）、
４
年
　
中
海
皇（
早
）、
５

年
佐
々
木
隆
弥（
早
）、
６
年
曽
根

汰
来
郎（
早
）
、中
学
男
子
柴
田
 道

（
早
）
、女
子
小
学
２
年
工
藤
和
奏

（
遠
）、
３
年
泉
田
梨
沙（
富
）、
４
年

田
代
奈

（々
遠
）、５
年
澤
井
友
香

（
遠
）
６
年
、
森
竹
梨
媛（
遠
）、中
学

女
子
 三
浦
芽
依（
早
）

　　
月
　
日
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

１０

１０

バ
ル
事
業
あ
び
ら
パ
ワ
フ
ル
デ
ー

林
間
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
マ
ラ
ソ
ン
１
娃
の
部
臼
岩
田
 

理（
一
般
）渦
 堤
 健
一（
一
般
）嘘
 

渡
邊
美
麗（
追
分
小
5
）▼
マ
ラ
ソ

ン
３
娃
の
部
臼
 堤
 悌
二（
一
般
）

渦
千
葉
智
也（
早
来
小
6
）嘘
谷
村

英
俊（
一
般
）
▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
駅
伝
の
部
臼
早
・
追
中
合
同

サ
ッ
カ
ー
部
Ａ
渦
チ
ー
ム
追
中
嘘

早
・
追
中
合
同
サ
ッ
カ
ー
部
Ｂ

大
人
・
子
ど
も
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
結
果
に
つ
い
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
教
育
委
員
会
緯
浦
２
０
８
３
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皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
教
育
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
（
で
き
る
限
り
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
）。

安
平
町
教
育
委
員
会
緯
栄
２
０
８
３
・
胃
栄
３
６
０
３

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

　
中
学
生
の
た
め
の
学
校
説
明
会
を
　１０

月
５
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
人
数
は
昨
年
度
よ
り
大
幅
に
増

加
し
、
生
徒
　
名
、
保
護
者
４
名
、
教

７８

員
　
名
で
し
た
。
と
り
わ
け
早
来
中
学

１０
校
　
名
、
追
分
中
学
校
　
名
と
地
元
の

４０

１６

中
学
校
か
ら
合
わ
せ
て
　
名
の
生
徒
が

５６

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
の
歓
迎
の
挨
拶
の
後
、
生

徒
会
執
行
部
に
よ
る
学
校
行
事
の
説
明

が
あ
り
、
間
に
今
年
の
学
校
祭
の
ビ
デ

オ
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
選
択

授
業
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
学
習
で
作

成
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
上
映
し
、
参
加

し
た
生
徒
た
ち
は
個
性
的
な
作
品
を
興

味
深
く
見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
全
体

会
が
終
わ
っ
た
後
、
体
験
授
業
が
あ
り
、

「
化
学
（
実
験
）
」
・「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
」・「
福
祉
体
験
」・「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
ま
し
た
。
ど
の
授

業
も
、
参
加
し
た
生
徒
は
真
剣
に
取
り

組
み
、
授
業
を
担
当
し
た
本
校
の
先
生

方
も
、「
素
直
で
明
る
い
い
い
生
徒
た

ち
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　

月
　
日
（
木
）
は
、
本
校

１０

１３

で
早
来
中
学
校
の
２
年
生
が
、
職
場
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
朝
か
ら
生
徒

が
下
校
す
る
ま
で
の
時
間
帯
で
す
が
、

こ
の
間
、
先
生
方
の
印
刷
の
手
伝
い
や

時
間
割
の
掲
示
、
体
育
の
授
業
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
先
生
の

側
か
ら
学
校
を
見
て
み
る
こ
と
が
で
き

た
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
本
校
は
、「
追
高
エ
ピ

ソ
ー
ド
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
教

育
活
動
に
つ
い
て
の
新
鮮
な
情
報
を
発

信
し
、
地
域
の
方
に
一
層
の
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

連絡先　北海道追分高等学校
安平町追分本町７丁目８番地
緯諌２５５５ 廠
E-mail:oiwake-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.oiwake.hokkaido-c.ed.jp/

隠隠

鍋
物
に
欠
か
せ
な
い
　

生
し
い
た
け

　
し
い
た
け
は
、
野
菜
で
は
な
く
、

菌
類
で
す
。食
物
繊
維
が
多
く
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
も
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。し
い
た
け
は
日
光

に
当
た
る
と
、
骨
を
丈
夫
に
す
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
２
を
つ
く
る
働
き
も

あ
る
の
で
す
。

　
し
い
た
け
の
旬
は
春
と
秋
、
年

２
回
あ
り
ま
す
。
春
は
安
価
で
購

入
で
き
ま
す
が
、
秋
は
量
が
多
く

て
も
、
そ
れ
ほ
ど
安
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
き
の
こ
の
季
節

に
な
る
と
鍋
物
を
食
べ
る
機
会

も
増
え
、
消
費
も
伸
び
る
か
ら
で

す
。

栄
養
　
食
物
繊
維
が
多
く
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
２
、
日
光
に
当
た
る
と
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
２
に
か
わ
る
エ
ル
ゴ
ス

テ
リ
ン
も
豊
富
、
制
ガ
ン
効
果
の

あ
る
物
質
も
含
む
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
お
ま
け
に
、
低
カ
ロ

リ
ー
の
自
然
食
！
お
い
し
さ
は

か
さ
の
表
面
に
あ
る
の
で
ゴ
シ

ゴ
シ
洗
わ
な
い
よ
う
に
！
軸
も

や
わ
ら
か
い
の
で
食
べ
ま
し
ょ

う
。

出
回
り
時
期
　
ハ
ウ
ス
栽
培
の

も
の
が
年
中
、
出
回
り
ま
す
が
、

旬
は
４
月
と
　
～
　
月
で
す
。

１０

１１

上
手
な
選
び
方
　
当
た
り
は
ず

れ
は
少
な
い
で
す
が
、
軸
は
太
く

短
く
、
か
さ
は
肉
厚
で
濡
れ
て
い

な
く
、
全
体
に
よ
く
乾
い
て
黒
っ

ぽ
く
な
い
も
の
。
薄
茶
色
の
も
の

が
良
い
品
で
す
。
裏
返
し
た
時
、

膜
が
あ
る
の
は
新
し
い
印
で
す
。

か
さ
は
開
き
す
ぎ
て
な
い
も
の

を
！

保
存
方
法
　
秋
は
１
～
２
日
な

ら
常
温
で
、
そ
れ
以
上
は
ポ
リ
袋

に
入
れ
て
冷
蔵
庫
で
保
存
し
ま

す
。

学校給食センター

食事だよ食事だよりり

軸が太く、かさが締
まった肉厚なものが
美味！

公民館図書室開室日
開 室 日　火～日
開室時間　９時～１７時

【追分公民館】
＜一般書＞ジェノサイド（高野和明）／マ
スカレード・ホテル（東野圭吾）／峠うど
ん物語 上・下 （重松清）／紅梅（津村節
子）／食べる薬草事典 大地の薬箱 春夏秋
冬・身近な草木７５種（村上光太郎）
＜児童書＞まいごのまめのつる（こだま 
ともこ）／ばすくんのくりすます（みゆき
りか）／半日村（斉藤隆介）／らくご長屋
２・３巻（岡本和明）／見習い職人フラピッ
チの旅（イワナ・ブルリッチ・マジュラニッチ）

※他にもたくさんの本を揃えて

いますのでぜひご利用ください。

【早来公民館】
＜一般書＞コレクション戦争と文学１９ヒ
ロシマ・ナガサキ（浅田次郎）／食卓にあ
がった放射能（高木仁三郎）／明日のマー
チ（石田衣良）／代表作時代小説平成２３年
度（日本文藝家協会）／出世花（高田 郁）
＜児童書＞すっきりわかる！くらしの中
の化学物質大事典（森田昌敏）／アンモナ
イトの森で少女チヨとヒグマの物語（市川
洋介）／ゆうきをだして！（くすのきしげ
のり）／まくらのせんにん そこのあなた
の巻（かがくいひろし）／ おじいちゃん
のたうえ（さこももみ）

公民館図書室
　新しい本がたくさん入りました！
　早来・追分、どちらの公民館の本でも
借りることができますので
係員にお問い合せください。リクエスト
もお待ちしています。
☆町ホームページでは図書室の蔵書の蔵書をを
検索することができます。
（※以下、一部を紹介します。）す。）

新刊のご案内
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暮らしの中の心配ごとや困りごとなどを、

くらしの相談員に相談してみませんか？

　くらしの相談員は、皆さんが地域において生活する上で抱える様々な「悩み、心配ごと」について

の相談を受け付けています。また、消費生活、虐待、配偶者による暴力などの相談もお受けします。

　今回は、児童虐待の説明とくらしの相談員の対応内容をお伝えします。

子
ど
も
の
「
保
護
者
」
が
対
象

　「
保
護
者
」
と
は
「
子
ど
も
を
現

に
監
護
し
て
い
る
者
」
を
言
い
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
祖
父
母

や
叔
父
・
叔
母
も
保
護
者
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
離
婚

し
た
親
権
・
監
護
権
を
有
し
な
い

親
や
同
居
し
て
い
な
く
て
も
頻
繁

に
出
入
り
し
て
い
る
親
の
パ
ー
ト

ナ
ー
な
ど
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て

「
保
護
者
」
に
等
し
い
存
在
で
あ

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
の
違
い

【
親
の
意
図
で
は
な
く
、
子
ど
も

に
と
っ
て
有
害
か
ど
う
か
で
判
断

す
る
】

　「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
は
異
な

り
ま
す
。「
し
つ
け
」
は
子
ど
も
へ

の
愛
情
を
基
に
、
子
ど
も
の
心
身

の
健
や
か
で
望
ま
し
い
成
長
発
達
、

人
格
形
成
の
た
め
に
な
さ
れ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、「
虐
待
」
は
子

ど
も
の
心
身
の
成
長
や
発
達
及
び

人
格
形
成
に
好
ま
し
く
な
い
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
愛
情
と

は
か
け
離
れ
た
子
ど
も
の
人
権
を

無
視
し
た
不
適
切
・
不
当
な
行
為

で
繰
り
返
し
、
継
続
し
て
行
わ
れ

る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
虐
待
は
、
不
適
切

な
養
育
態
度
の
延
長
上
に
あ
る
も

の
で
、
多
く
の
場
合
、
虐
待
を
し

て
い
る
親
は
、
自
分
の
行
為
を
「
し

つ
け
」
だ
と
主
張
し
ま
す
。
実
際

問
題
と
し
て
「
し
つ
け
」
と
「
虐

待
」
の
違
い
を
明
確
に
す
る
事
は

難
し
い
問
題
で
す
が
、
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
は
、
親
が
「
し
つ
け
」
だ

と
思
っ
て
い
て
も
、
そ
の
行
為
が

子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
る
も
の

で
あ
れ
ば
「
虐
待
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、「
し
つ
け
」

と
「
虐
待
」
の
違
い
は
、
親
の
意

図
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
と
っ
て

有
害
か
ど
う
か
で
判
断
さ
れ
る
も

の
な
の
で
す
。

児
童
虐
待
と
は
　
児
童
虐
待
と
は
、
子
ど
も
に
対
し
身
体
的
に
危

害
を
加
え
た
り
、
適
切
な
保
護
や
養
育
を
行
わ
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、
健
や
か
な
成
長
・
発
達
を
損
な
う
行

為
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
が
「
し
つ
け
だ
か
ら
」「
子
ど
も

の
た
め
を
思
っ
て
」
な
ど
と
、
保
護
者
の
意
図
で
判
断
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
や
保
護
者
の
状
況
、
生
活
環
境
な
ど
か
ら
総

合
的
に
判
断
さ
れ
ま
す
。

　児童虐待の防止等に関する法律では、「何人も児童に対し、虐待をしてはならない（児童虐待

の禁止）」と規定されています。

　また、児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、市町村や児童相談所のなどの関係機

関に通告することが義務付けられています。

　次のようなことに気づいたら虐待行為の疑いがありますので、通告することが必要となります。

　狂近所からたたく音や叫び声が聞こえる

　狂不自然な傷が多い子どもがいる

　狂衣服や体がいつも極端に汚れている子どもがいる

　狂小さな子どもをおいて頻繁に外出している

　狂車内に子どもが放置されている　など

　通告者のプライバシーは法律で保護されています。その気づきによって大切な命が守られるこ

とがあるかもしれませんので、見つけたときは勇気を出して最寄りの児童相談所、市町村、福祉

事務所（総合振興局及び振興局）、民生委員・児童委員、主任児童委員に早めにご連絡ください。

　なお、児童相談所では、専門の職員が調査、指導を行い、必要な場合は子どもを児童相談所や

施設などで緊急に保護します。

問合せ　室蘭児童相談所緯０１４３‐４４‐４１５２・児童相談所全国共通ダイヤル緯０５７０‐０６４‐０００

児童虐待は人権侵害です ～子どもを虐待から守るために～
　

月

は

虐

待

防

止

推

進

月

間

１１
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相
談
し
ま
し
ょ
う

　
自
分
の
子
育
て
が
「
虐
待
か
も

し
れ
な
い
」、「
虐
待
し
て
し
ま
い

そ
う
」
と
感
じ
た
ら
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
話
を
し
っ

か
り
聞
き
、
一
緒
に
解
決
策
を
考

え
て
い
き
ま
す
。
相
談
し
よ
う
と

い
う
勇
気
が
解
決
へ
の
第
１
歩
に

な
り
ま
す
。

　
く
ら
し
の
相
談
員
が
児
童
虐
待

の
相
談
を
受
付
け
た
場
合
は
、
関

係
機
関
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
最
後
ま
で
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ぬくもりセンター

相談員　渡邊輝夫

保健センター

相談員　神谷和夫

場　所

相談員

月・水・金

９時～１６時

月・火・木
９時～１６時

窓口相談
受付日時

０８０‐６０８５‐２２６３０８０‐６０８５‐２２６２連絡先

身体的虐待
身体に傷を負わせたり、生命に危険を及ぼしたりす

るような行為をすることです。

・なぐる、ける、突き飛ばす、首を絞める

・タバコの火を押し付ける

・熱湯をかける

・冬に戸外に閉め出すなど、生命、健康に危険の

ある行為

虐

待

の

種

虐

待

の

種

類類

妊娠中の方へ　～話してみませんか？　こころが軽くなるように～

　予定外の妊娠をした女性は、周囲に相談できず、たった独りで悩んでいることが少なくありません。

ひとりで悩まないで、一緒に解決策を探しましょう。

　秘密は守られます。匿名での相談にも対応します。

　役場健康福祉課（緯２５‐４５５６）又は苫小牧保健所女性の健康サポートセンター（緯０１４４‐３４‐４１６８

（内線２２））までお問い合わせください。

・お産や子育て、出産後の生活が心配

・親になることが不安

・自分は妊娠を望んでいなかったので悩んでいる

・相手が妊娠を望んでいなかったので悩んでいる

・子どもが育てられない

・子どもの育て方がわからない

・経済的に困っている　など

妊娠したことに

悩んでいませんか？

※「安平町子どもへの虐待対応マニュアル」抜粋

性的虐待
子どもにわいせつな行為をすること、させること

です。

・子どもへの性交、性的暴力、性的行為を強要・

教唆する

・性器や性交を見せる

・ポルノグラフティーの被写体に子どもを強要す

るなど、わいせつな行為をすること、させること

心理的虐待
言葉による脅かしや拒否的態度などで子どもの心

を傷つける行為のことです。

・言葉による脅かしや拒否的態度などで子どもの

心を傷つける行為のことです

・子どもを無視したり、拒否的な態度をしめす

・子どもの心を傷つけることを繰り返し言う

・他の兄弟、姉妹とは著しく差別的な扱いをする

・子どもの目の前で行われる配偶者への暴力

　（ＤＶ）など

ネグレクト
子どもの心身の健やかな発達を損なうなどの不適

切な養育、看護の怠慢、あるいは子どもの安全に

対する重大な不注意や無関心をいいます。

・適切な食事を与えない

・汚れた衣服を着続けさせる

・不潔な場所で生活させる

・病気やけがをしても病院へ連れて行かない

・登校させない

・乳幼児を車の中に放置する

・乳幼児を家に残したまま度々外出するなど
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安
平
町
立
追
分
幼
稚
園
で
は
、

平
成
　
年
度
の
入
園
児
を
募
集
し

２４

ま
す
。

入
園
対
象
者
　
満
４
歳
児
（
平
成

　
年
４
月
２
日
生
～
平
成
　
年
４

１９

２０

月
１
日
生
）

募
集
人
数
　
　
　
名
（
２
年
保
育
）

３０

入
園
料
・
保
育
料
　

　
入
園
料
　
３
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　（
入
園
時
の
み
）

　
保
育
料
　
７
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　（
月
　
額
）

申
込
期
間
　

　
　
月
７
日
（
月
）
～
　
日
（
水
）　

１１

３０

　
　
※
土
日
、
祝
日
は
除
く

そ
の
他
　

　
①
　
月
　
日
（
火
）
に
、
町
立

１２

２０

追
分
幼
稚
園
で
入
園
説
明
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
時
間
に
つ
い
て

は
申
込
み
時
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

　
②
満
５
歳
児
に
つ
い
て
は
、
定

員
　
名
以
内
で
随
時
申
込
み
を
受

３０
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
教
育
委
員
会

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
緯
栄
２
０
８
３

　
お
子
さ
ん
の
「
言

葉
」
や
「
手
先
の
作

業
」
等
の
発
達
に
つ
い
て
相
談
が
で

き
ま
す
。

　
既
に
外
来
受
診
を
し
て
い
る
方

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

日
時
　
　
月
　
日
（
水
）

１２

１４

　
　
　
　
　
　
時
～
　
時

１０

１５

場
所
　
ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー

申
込
み
期
限
　
　
月
　
日
（
金
）

１１

２５

申
込
み
・
問
合
せ
　
教
育
委
員
会

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
緯
栄
２
０
８
３

　
町
で
は
、
水
環
境
保
全
を
目
的

に
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度

２２

２６

の
５
か
年
に
お
い
て
、
公
共
下
水

道
区
域
外
の
方
を
対
象
と
し
た
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

　
件
、
今
年
度
は
　
件
の
申
込
み

１３

１９

が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
　
平
成
　
年
度
に
公
共
下
水
道
区

２２

域
外
の
世
帯
を
対
象
に
実
施
し
た

「
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
希
望
調

査
」
に
よ
る
予
定
基
数
と
大
幅
に

設
置
基
数
が
異
な
る
た
め
、
次
年

度
設
置
要
望
及
び
計
画
さ
れ
て
い

る
方
の
事
前
申
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
み
期
限
　
　
月
　
日
（
金
）

１１

２５

問
合
せ
・
申
込
み

　
住
民
生
活
課
　
緯
影
２
９
４
０

お
知
お
知
らら
せせ

広
告
欄

町
立
追
分
幼
稚
園

平
成
　
年
度
園
児
募
集

24

平
成
　
年
度

２４

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整

備
補
助
金
に
つ
い
て

太
陽
の
園
発
達
援
助
セ
ン
タ
ー

巡
回
相
談

ＬＥＤ電球購入補助金受付中
今年度に限り最高５，０００円を補助！

《対象》　

　・町内に住所を有している世帯主の方。

　・町内のＬＥＤ電球取扱店での購入に限

　ります。

問合せ　住民生活課緯２９４０

日
時
　
　
月
　
日
臥
　
時
～

１１

１９

１３

　
　
　
　（
受
付
　
時
　
分
～
）

１２

３０

会
場
　
苫
小
牧
市
民
会
館
３
Ｆ

小
ホ
ー
ル
（
苫
小
牧
市
旭
町
３
丁

目
２
‐
２
）

内
容

・「
心
の
ア
ー
ト
展
２
０
１
１
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
式

・
苫
小
牧
ブ
ラ
ス
サ
ウ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
奏

・
講
演
「
人
生
あ
き
ら
め
た
ら
あ

か
ん
！
」（
講
師
 ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン

ガ
ー
市
岡
裕
子
さ
ん
）

入
場
料
　
無
料

定
員
　
　
２
０
０
名

　
　
　
　（
事
前
申
込
み
必
要
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
東
胆
振
精
神

保
健
協
会
事
務
局
（
苫
小
牧
保
健

所
健
康
推
進
課
）

緯
０
１
４
４
‐
３
４
‐
４
１
６
８

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

東
胆
振
精
神
保
健
大
会
の

ご
案
内
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足
腰
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
教
室
で
は
、

イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る
ス
ト
レ
ッ

チ
や
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
で
楽
し
く

体
を
動
か
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
い
き
い
き
過
ご
せ
る
か
ら
だ
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
体
力
づ
く
り
に
、
お

気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
程
　
　
月
２
日
（
金
）
～
３
月

１２

　
日
（
金
）　
※
予
定

１６　（
週
１
回
開
催
　
全
　
回
）

１４

※
日
程
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、

参
加
さ
れ
る
方
へ
後
日
改
め
て
連

絡
し
ま
す
。

時
間
・
場
所

①
追
分
コ
ー
ス
（
　
時
～
　
時
・

１０

１２

ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー
）

②
早
来
コ
ー
ス
（
　
時
　
分
～
　

１３

３０

１５

時
　
分
・
研
修
セ
ン
タ
ー
）

３０
対
象
　
　
歳
以
上
で
簡
単
な
運
動

６５

を
行
っ
て
み
た
い
方

※
申
込
み
は
、
ど
ち
ら
か
１
コ
ー

ス
で
す
。

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は

対
象
外
で
す
。

内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
を
つ

け
る
簡
単
な
運
動
、
体
力
測
定
な

ど申
込
み
期
限
　
　
月
　
日
（
月
）

１１

２８

申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
緯
栄
４
５
５
５

　
森
林
法
改
正
に
よ
り
平
成
　
年
24

４
月
ま
で
に
『
安
平
町
森
林
整
備

計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
直
接
森
林
づ

く
り
に
関
わ
る
方
々
の
み
な
ら
ず
、

森
林
か
ら
の
恵
み
を
享
受
す
る
町

民
の
皆
さ
ん
と
協
働
に
よ
り
進
め

る
こ
と
と
し
、
現
在
、
策
定
に
向

け
て
水
源
か
ん
よ
う
機
能
な
ど
の

森
林
が
持
つ
多
様
な
機
能
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
（
機
能
毎
に
区
域
を
分
け

る
）
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
（
案
）
を

示
す
準
備
が
整
い
ま
し
た
ら
、
随

時
Ｈ
Ｐ
へ
掲
載
し
町
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
反
映
す
る
た
め
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

問
合
せ
　
農
林
課
土
地
改
良
・
林

務
グ
ル
ー
プ
　
　
緯
影
２
５
１
５

　
歳
以
上
対
象

足
腰
し
ゃ
ん

６５し
ゃ
ん
教
室
参
加
者
募
集

広
告
欄

広
告
欄

債務整理・過払金・成年後見等ご相談ください

　ご相談は事前にお電話にてご予約をお願いいた

します。

　来所が難しい方につきましては、ご自宅等での出

張相談も可能ですので、お気軽にご相談ください。

〒０５９‐１５０５　安平町早来栄町９２‐５

添谷司法書士事務所　認定司法書士　添谷信隆

緯０１４５‐２２‐４１６６

安平町から直送します安平町から直送します！！
ホンモノの雪ダルホンモノの雪ダルママ

　

問い合わせ先・販売元

郵便振込口座番号０２７２０-２-２７６７７

加入者名　ハヤキタユキダルマカイ

〒０５９-１５０１　安平町早来大町１２９

　（緯０１４５-２２-４４２８）

　雪ダルマ A　(左）

　４，０００円　重量３kg

　雪ダルマ B　(右）

　５，０００円　重量７kg

※郵送料・消費税込

１１月２５日～１２月１日は犯罪被害者週間です

　町では、犯罪被害者等の権利利益の保護を図ることを目的とし、平成

２２年１０月１日に「安平町防犯、交通安全及び犯罪被害者支援に関する

条例」を施行しました。

　この条例に基づき犯罪被害者週間の取組みの一環として、次のとおり

お知らせします。

【被害者のための各種相談窓口】

　警察では、事件や事故の被害に遭った方や家庭内暴力、ストーカー、

お子さんのいじめ問題などで悩んでいる方などの相談を受け付けています。

　また、事件や事故による心の傷が癒されず悩んでいる方のために、民

間被害者相談窓口のプロのカウンセラーがあなたのお話をお聞きします。

　事件や事故でお悩みのあなた、勇気を出して今すぐダイヤルを

○被害者相談

・性犯罪被害１１０番　緯０１２０‐７５６‐３１０

・少年相談１１０番　　緯０１２０‐６７７‐１１０

・暴力相談電話　　　緯０１１‐２２２‐０２００

○一般相談

・専用電話　＃９１１０

○民間被害者相談電話

・苫小牧地区被害者相談室　緯０１４４‐３７‐７８３０

・北海道被害者相談室　　　緯０１１‐２３２‐８７４０

１１月８日～１４日は「８０２０推進週間」

　北海道　歯・口腔健康づくり

８０２０推進週間
　北海道では、次のことに重点をおき、８０

歳まで２０本以上の歯を保つことを目的と

した啓発活動に取り組んでいます。この機

会に、お口の健康について考え、日頃から

口腔健康づくりに心掛けましょう。

【重点目標】

　（１）フッ化物先口をはじめとするフッ

　化物の利用によるむし歯予防

　（２）デンタルフロスと歯間ブラシ等の

　使用と歯科医院での歯石除去などの歯

　口清掃による歯周病予防

　（３）高齢になっても適切な口腔機能を

　維持することによる誤嚥性肺炎と低栄

　養の防止
※ｅ‐ヘルスネット（厚生
労働省ホームページ）では、
「歯とお口の健康」につい
て紹介しています。

安
平
町
森
林
整
備
計
画

の
策
定
に
向
け
て
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苫苫小牧夜間休日急病セ小牧夜間休日急病センンターター（苫小牧市旭町２丁目）緯営０００１
○科目　内科、小児科

○診療時間　平日：１９時～翌朝７時　土曜：１４時～翌朝７時

　　　　　   日曜・祝日、年末年始（12/３１～1/３）：９時～翌朝7時

　　　　苫小牧市医師会休日当番実施医療機関　（診療時間９時～１７時）
（外科）１１月（内科）１１月

緯嬰１２２１新中野町３同樹会苫小牧病院１３日緯煙１１３３大成町２やまざきこども医院１３日

緯演７０００矢代町２苫 小 牧 日 翔 病 院２０日緯演５１４１北光町２稲 岡 内 科 小 児 科２０日

緯雲２０００元中野町２とよた腎泌尿器科
クリニック２３日緯沿２２２５桜木町１柴 田 内 科 循 環 器 科２３日

緯疫７１００北栄町１みらい整形
ペインクリニック２７日緯叡４５６５表町５吉 川 医 院２７日

（外科）１２月（内科）１２月

緯沿２７００光洋町１
光 洋 整 形 外 科・内 科

・リハビリ
４日緯鋭２８１１東開町４浪岡内科消化器科

クリニック４日

緯嬰１２２１新中野町３同樹会苫小牧病院１１日緯影８０１１泉町２滝上循環器科内科
クリニック１１日

貴重なご提言ありがとございました。

『ていあんくん』には町民の皆さんからたくさ

んのご意見・ご提言が寄せられています。

　無記名や匿名で寄せられた提案につきまし

て広報あびらで回答します。

（提案内容は要約しています。）

教
育
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て
（
９
月
提
案
・
無
記
名
）

　
追
分
幼
稚
園
の
建
物
が
古
く
、
次
の
世
代
を
育
て
る
に
は
か

わ
い
そ
う
。

　
是
非
、
新
し
く
建
て
替
え
て
欲
し
い
。

【
回
答
】

　
現
時
点
で
は
、
建
て
替
え
の
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
施

設
修
繕
計
画
を
策
定
し
年
次
計
画
で
（
屋
根
、
外
壁
、
内
壁
の

塗
装
等
）
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
毎
年
、
遊
具
の

点
検
や
各
種
施
設
内
設
備
の
点
検
を
行
い
、
園
児
た
ち
が
ケ
ガ

や
事
故
に
遭
わ
ず
、
安
全
に
幼
稚
園
生
活
を
送
れ
る
よ
う
対
応

し
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員

会
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
（
緯
栄
２
０
８
３
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　町では、提案箱を設置し皆さんのご提言やご意見を行政に反映させるよ

う務めていますが、無記名によるご提言への回答に苦慮しています。

　ていあんくん用紙には、必ず氏名とご住所の記載をお願いします。

ていあんくんに関するお問い合わせは企画財政課企画グループ（緯鰻２７５１）

までご連絡ください。

道
路
整
備
に
つ
い
て
（
９
月
提
案
・
無
記
名
）

　
道
道
（
北
進
）
舗
装
工
事
の
際
に
、
道
路
淵
に
で
き
る
大
き
な
水
溜
り
の
所
を
直
し
て
欲
し
い

と
お
願
い
し
た
。
そ
の
時
の
担
当
者
の
対
応
が
軽
く
、
不
安
が
残
っ
た
が
、
や
は
り
完
全
に
直
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
本
来
、
指
摘
さ
れ
る
前
に
調
査
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
車
の
た
め
の
配
慮
な
の
か
、
水

を
か
け
ら
れ
る
歩
行
者
の
迷
惑
も
考
え
て
欲
し
い
。

【
回
答
】

　
大
町
北
進
基
線
は
、
交
通
量
が
多
く
、
路
面
の
凹
凸
に
よ
る
振
動
や
騒
音
に
よ
り
沿
線
住
民
に

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
走
行
面
の
平
坦
性
を
確
保
す
る
目
的
で
補
修
工
事
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
路
側
帯
付
近
に
で
き
る
大
き
な
水
溜
り
の
解
消
も
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
施
工
前
と
比
べ
る
と
か
な
り
解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、

凹
凸
の
範
囲
が
長
い
た
め
、
こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、
歩
道
を
含
め
た
長
期
的
な
補
修
工
事
と
費

用
を
要
す
る
た
め
、
短
期
間
で
完
全
に
水
溜
り
を
解
消
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。　

　
ま
た
、
全
体
的
に
見
て
も
水
溜
り
が
目
立
つ
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
水
溜
り
を

解
消
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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善
　
意

（
９
月
　
日
～
　
月
　
日
受
付
分
）

２１

１０

２０

町
へ

社
会
福
祉
基
金
と
し
て

指
定
寄
付

・
道
念
新
治
さ
ん（
早
来
大
町
）

幼
稚
園
教
育
用
と
し
て

杵
、
臼

・
橋
本
一
夫
さ
ん（
追
分
本
町
）

追
分
公
民
館
図
書
室
蔵
書
と
し
て

宮
沢
賢
治
版
画
絵
本
ほ
か

・
福
田
節
子
さ
ん（
札
幌
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

・
清
野
静
夫
さ
ん（
遠
浅
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

収
益
金
よ
り

・
早
来
飲
食
店
組
合

チ
ャ
リ
テ
ィ
プ
ロ
レ
ス
安
平
大
会

観
覧
者
寄
付
金

・
同
実
行
委
員
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
プ
ロ
レ
ス
安
平
大
会

益
金
よ
り

・
同
実
行
委
員
会

広
報
あ
び
ら
　
月
号

１０

・
安
平
町
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団

交通事故死
ゼロ運動

　平成２３年１０月３１日現在３６１日

　
公
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
・

公
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
・
町町

営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は

営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は
、、
笑
顔
笑
顔

（
ス
マ
イ
ル
）

（
ス
マ
イ
ル
）
をを
ご
覧
く
だ
さ
い

ご
覧
く
だ
さ
い
。。

□町広報配布日は次のとおりです。

　広報笑顔（スマイル）１１月号は２１日（月）、広報あびら１２月号は

５日（月）が配布日となります。

　安平町ホームページでも見ることができます。

企画財政課企画グループ　緯鰻2７５１

次回町広報配布日次回町広報配布日はは

安平町ホームページ 検索

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

笠
原
　

大
（
追
分
旭
）

中
野
彩
香
（
追
分
旭
）

田
中
貴
憲（
早
来
大
町
）

師
岡
未
歩（
苫
小
牧
市
）

　
子
　
匠（
遠
浅
）

椎
名
　
彩（
苫
小
牧
市
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

青

木
　
登
　
　９
／
　
 気
 追
分
若
草

２５

小
松
美
代
子
 ９
／
　
 忌
 遠
浅

２９

道

念

鏡

子
 ９
／
　
 毅
 早
来
大
町

２９

田
村
マ
ツ
ヱ
 　
／
３
 亀
 早
来
新
栄

１０

蘇

武

貞

子
　 　
／
７
 規
 追
分
若
草

１０

伊

藤

テ

ル
　 　
／
８
 欺
 追
分
豊
栄

１０

小
　
　
　
　
　
子
　　
／
　
 季
 追
分
花
園

１０

１２

川

唾
　
光
　
　
　
／
　
 妓
 追
分
中
央

１０

２４

井

上

ハ

ル
　 　
／
　
 飢
 早
来
大
町

１０

２５

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西
原
 優
奈
 

ゆ

う

な

　
　
 ９
／
　（
女
・
和
志
）
追
分
中
央

２０

小
山
内
 祐
和
 

ゆ

う

な

　
　
 ９
／
　（
女
・
和
也
）
早
来
大
町

２８

鈴
木
　
 志
 

た
い
し

　
　
 　
／
　（
男
・
輝
夫
）
早
来
大
町

１０

１５

橋
本
 隼
人
 

は

や

と

　
　
 　
／
　（
男
・
 賢
太
）
遠
浅

１０

１６

あなたの暮らしの困りごとの相談に

行政相談員が応じます

　年金の手続きや制度について知りたいこと、借金や遺産相
続について相談したいなど、あなたの暮らしの困りごとをお

気軽にご相談ください。

　相談は無料、秘密は守ります。行政相談員の自宅もしくは

電話で常時相談に応じます。

総務省行政相談員　

早来地区　水野　佐緯影３５１８・追分地区　平野秀樹緯栄２７７４

問合せ　総務課総務・防災グループ緯影２５１１

ママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯
（－  5）８，８７3人総人口

（　    4）４，３87人　 男 性

（－ ９）４，４86人　 女 性

（－ ２）４，２70世帯世帯数

〈平成２３年１０月３１日現在〉

人
事
異
動
（
　
月
１
日
付
け
）

１１

町
長
部
局

健
康
福
祉
課

課
長
補
佐
　
大
窪
好
己

　
　（
企
画
財
政
課
課
長
補
佐
）

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

街
頭
の
球
切
れ
な
ど
の
連
絡
に

つ
い
て

　
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
道

路
照
明
及
び
防
犯
灯
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
町
内
会
・
自
治
会
に

ご
協
力
い
た
だ
き
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
球
切
れ
な
ど
の
不

良
箇
所
に
お
気
づ
き
の
際
は
、
施

設
課
（
緯
影
２
５
１
６
）
ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

編
集
か
ら
の
お
願
い

　
広
報
あ
び
ら
に
掲
載
し
て
い

る
満
２
歳
児
の
親
子
写
真
（「
元

気
に
大
き
く
な
～
れ
」）
に
つ
き

ま
し
て
は
、
健
康
福
祉
課
と
連
携

し
、
１
歳
６
か
月
児
健
診
の
際
に

「
掲
載
承
認
の
有
無
」
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
承

認
に
つ
い
て
覚
え
て
い
な
い
、
健

診
を
受
診
し
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
保
護
者
の
方
で
、
写
真
掲
載

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
企
画
財

政
課
企
画
グ
ル
ー
プ
（
緯
影
２
７

５
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉



18

CHILCHILDD
&&

MOTHE MOTHERR

元元気気にに
 大大ききくく
  なな～～れ！れ！

発
　行
　
安
平
町
　
企
画
編
集
／
企
画
財
政
課
企
画
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　衣
０
５
９－

１
５
９
５

　
　
　
　勇
払
郡
安
平
町
早
来
大
町
　
番
地（
緯
0
1
4
5
鰻
2
5
1
1
）

９５ 　
  

編
 集
 後
 記

　

表　紙　第３6回身体障害者福祉協会

　　　　　　　胆振東部４町支部交流研究会　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　１０月６日　　町民センター

田邉 碧唯 ちゃんと
あ お い

　　　お母さんの洋子さん
　　　　　　　　　（遠浅）

髙橋あかりちゃんと
　　お母さんの泉さん
　　　　　　　（早来大町）

余野 琥珀 ちゃんと
こ は く

　　　お母さんの晃子さん
　　　　　　　　　（遠浅）

　
秋
も
深
ま
り
、
通
り
に
目
を
向
け

る
と
真
っ
赤
な
も
み
じ
が
目
に
入

り
込
ん
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
冬
支

度
は
進
ん
で
い
ま
す
か
？
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
や
収
納
箱
に
あ
る
、
お
宝
の

よ
う
に
眠
っ
て
い
る
衣
類
を
見
る

と
思
わ
ず
た
め
息
が
…
。リ
メ
イ
ク

し
よ
う
と
し
ま
い
込
ん
で
い
た
服

や
祖
母
が
仕
立
て
て
く
れ
た
着
物

に
袖
を
通
し
て
し
ま
っ
た
り
、無
駄

な
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
て
し
ま

う
な
ん
て
こ
と
も
。そ
の
う
ち
、で

は
無
く
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
。
   （
Ｋ
）

　
本
年
度
の
定
住
対
策
で
あ
る
民

間
賃
貸
住
宅
の
建
設
費
補
助
が
順

調
に
活
用
さ
れ
、
新
築
ア
パ
ー
ト
が

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
マ
チ
の
人
口
・
世
帯
の
数
字

は
除
々
に
減
っ
て
い
る
の
を
見
る

と
、
こ
の
対
策
が
歯
止
め
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
町
外
の
方
だ
け
に
限
る
こ
と
な

く
ず
ー
っ
と
住
ん
で
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
町
民
が
家
を
建
て
よ

う
か
住
み
替
え
よ
う
か
の
選
択
肢

に
な
る
こ
と
も
含
め
、
良
い
結
果
に

な
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。
　
　
 （
Ｎ
）


